
令和 6年 4月 

墨田区立第一寺島小学校 

校 長   髙 橋   誠 人 

 

笑顔と 真顔と 得意顔 
 

４月１日、校長として赴任しました髙橋誠人（たかはし まこと）です。これまで多くの卒業生や保

護者・地域の皆様に支えられてきた、歴史ある第一寺島小学校の第３２代校長を任命されたことを

とても嬉しく感じています。 

令和６年度、第一寺島小学校は通常学級１２、ひまわり学級３の合計１５学級でスタートしました。

本校の教育目標を基に、保護者の皆様・地域の皆様と協働し、子供たちの成長を喜び合える学校

づくりに努めて参ります。子供たちの成長には様々な場面があり、様々な表情を見せてくれます。その

具体的な姿を「笑顔と 真顔と 得意顔」と考え、子供たちを育てていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

この３つの子供たちの具体的な姿を大切にし、学校での生活を支えていきたいと考えています。 

 

また、次の５つを重点として取り組みます。 

 

１ 個別最適な学びと協働的な学びの一体化の充実に向けた授業改善 

２ 子どもを真ん中にすえた体験的な学習や課題解決的な学習の重視 

３ いじめの未然防止・不登校対策などの生活指導上の課題に迅速で丁寧な対応 

４ 学校教育活動を保護者や地域と共有し、開かれた教育課程の実施 

５ 授業・業務の質の向上及び教職員の自己研鑽のための働き方改革の推進 

 

 

 令和６年度は、本校１４５周年になります。地域の方々や保護者の皆様と共に、本校の伝統を受け

継ぎ、そして新しいことに挑戦する１年にしたいと考えております。どうぞよろしくお願いします。 

「笑顔」とは、子供たちが学ぶ楽しさや価値を感じ、友達と楽しそうに対話をしてる

姿のことです。 

「真顔」とは、学びに必然性を感じ、真剣に取り組んでいる姿のことです。 

「得意顔」とは、自分の成長を自覚し、自信をつけたり、友達の成長を喜んだりする

姿のことです。 

 


